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が 2009 年 4 月下旬にメキシコで発生し、世界
的な流行が始まった。本邦では 2009 年 5 月初
旬に新型インフルエンザ感染が確認され、夏
季から大流行し、インフルエンザ感染による





















　2012 年〜 2013 年に日本赤十字社長崎原爆諌
早病院で外来および入院中に診断されたA型
インフルエンザ患者でウィルスの遺伝子検査






























療 6日目に全例陰性であった（平均 4.5 日）。














































6 日以上経過しても RT-PCR で陽性の症例
は、担癌あるいはステロイド投与症例が多かっ
た。この担癌あるいはステロイド投与症例で
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